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キンモクセイの花言葉「真実」「謙虚」 
  

10/23（木）午後から、合唱発表会・香取学習成果発表会を開催しました。当日は保護者、地域の方に加えて、６

月より国際交流を進めている佐原学園から３０名以上の留学生のみなさんも来校。大勢の皆様の中で本校生徒の学

びの成果を披露できましたこと、感謝申し上げます。また、市民文化祭では書写・絵画作品に加えて文化部生徒に

よる佐原張子絵付け作品、押絵作品も出品できましたこと、大変うれしいかぎりです。 

今後も「香取中だからできること、香取中しかできないこと」を大切にして学校運営を進めて参ります。ご理解
ご協力よろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 

全校合唱            １年合唱                 ２年合唱            ３年合唱 

      全校合唱           １年合唱             ２年合唱           ３年合唱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雅楽コース         食と健康コース          茶道コース         和太鼓コース 

 

 

 

 

 

 

 

佐原文化協会の皆様による手話教室    文化部のみなさん   全校みんなで手話「ちいさな世界」  佐原学園留学生の皆さん   

 

アート・ワークショップを開催 
10/17、10/25 の昼休みに１階図書室閲覧スペースで、ア

ート・ワークショップを開催。 

身近な置物やタペストリー、地元ゆかりの水彩画家さん

の絵やオーストラリア先住民の方の作品など、さまざまな

アートを鑑賞しました。 

『アートには正解はない。鑑賞した人の数だけ、それぞ

れの答えがある。』この考えをもとに、自由にアートを囲

んでのおしゃべりタイム。参加した人によって感じ方や好

みが違うことに気づいた素敵な時間。自分のことばで自由

に話す場、その意見をあたたかく共有する場。今後も定期

的に開催していきます 

のでお楽しみにしてく 

ださい。 

かとらぼプロジェクト 
 本校では毎週金曜日に読解力を鍛える活動を行っていま

す。それが教科書で学んだ大切な部分を書き写す視写です。

書き写すということで、学んだことを再度振り返るチャンス

になります。そして速く視写しようとすると、一度にある程

度の文字を覚えて書き写すという流れになるので、集中力も

鍛えられ、脳も活性化します。 

 現在は試写するだけではなく、きちんと内容を理解するた

めに、『助詞』に焦点を当てた活動もしています。空欄にな

っている助詞を適切に入れることで、文の構造をしっかり捉

えられているか見るためです。英語は語順で意味が決まりま

すが、日本語は語順ではなく助詞によって意味が変わりま

す。学びのベースであり相棒でもある教科書をしっかり理解

できる力の育成を学校で推進して参ります。 

このことは情報があふれる世界に生きる私たち 

にとって大切な生きる力と考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の活躍  

〇10/18  県新人ソフトテニス大会女子個人戦 ２年ペア１組出場 

２年女子ペアが２回戦（対大栄みらい学園） 

３回戦（対八日市場一中）勝利。４回戦 対国分寺台西中２－３で惜 

しくも５回戦進出ならず。県大会で４回戦まで勝ち上がる実力をつけ 

てきた２年生ペア。さらなる高みを目指して努力し続けてくれることを祈っています。 

 

〇10/25  成田空港周辺英語スピーチコンテスト        

 ３年女子さんが１次ビデオ審査を通過し、 

公津の杜コミュニティセンターでスピーチ部 

門に出場。Open Your World with Readingと題 

して読書の魅力を発表しました。 

 

１１月の主な行事予定 

4 日(火) ３年定期テスト～５日 22 日(土) 市民杯ソフトテニス大会  

県PTA研究大会 

6 日(木) 校内研究会 25 日(火) 津宮地区防災訓練・避難訓練 

7 日(月) 生徒会各委員会 PTA広報委員会 28 日(金) 人権集会 

10 日(月) 1, 2年第２回定期テスト ～11日 29 日(土) 県ソフトテニスU13大会香取予選会 

17 日(月) 教育実習開始（国語） 30 日(日) 津宮地区防災訓練 

19 日(水) ３年三者面談～２１日 

10/23  文化庁主催『学校クラスコンサート』 

紅葉に彩られた木々を、大きな窓から眺める音楽室。その素晴らしい秋の景色に包まれながら、                

コンサートは最高の環境の中で幕を開けました。 まずは『あすか』のテーマ曲でご挨拶。                  

私にとっても最上さんにとっても思い出深いこの1曲は、音楽をこよなく愛する田畑校長先生から               

のリクエストでした。 

 揃ってご挨拶をしたあと、ピアノソロで『ドビュッシー：アラベスク』を演奏しました。フランス印象派を代表する作曲家ドビュ

ッシー―…音で絵を描くように作曲された時代…と、話をしながら、ふと窓の外に目を向けると、まるで音楽に寄り添うように色と

りどりの木々が広がっていました。 

 ピアノについてのお話しは、普段なかなか内部を見ることのない楽器なので、みんなに近くまで集まってもらい、弦の長さや振動

を実際に観察してもらいました。続いて、『ドビュッシー：アラベスク』と次に演奏した『ショパン：幻想即興曲』に共通する【左

右の異なるリズム】について、最小公倍数を使ってわかりやすく説明。その後は、全員で楽しくリズムワークに挑戦しました。『シ

ョパン：幻想即興曲』の演奏では、生徒の皆さんがその複雑なリズムを目と耳でしっかりと捉えて聴いてくれました。その瞬間、私

と生徒さん、そしてショパン——作曲家・演奏者・聴衆が一本の集中の糸でつながったように感じました。 

 オーボエのコーナーでは、楽器紹介のあと、『ガブリエルのオーボエ』を取り上げ、最上さんと一緒にブレス（息づかい）の実験

を行いました。結果はもちろん、最上さんの大・大・大勝利！どこまでも続く息の長さに、子どもたちは驚きの表情。まるで人間離

れした技術を、目の前で体感することができました。 

 プログラムの最後は『ドニゼッティ：オーボエ・ソナタ』。イタリアの作曲家らしく、オペラのような歌心と、ワクワクする速い

パッセージが魅力の一曲で、オーボエの美しさが存分に引き出されました。 

 そしてアンコールでは、会場全員で『校歌』を歌い、温かい余韻の中でコンサートを締めくくりました。香取中学校の生徒さん

は、全員が心をひとつにして、この時間を過ごしてくれました。 

ひとえに、日頃からの学校の取り組み、学ぶ姿勢の力だと…私達も驚きと喜びの連続でした。 

『簡単に情報が手に入る時代だからこそ、「生の人間が伝える」ことの大切さを感じます。一生懸命に奏でる姿を見て、感じてほし

い。その姿を伝えるためにここに来た——。』『この時、この瞬間を逃しては二度とない出会い。私たちと一緒に歌い（演奏し）過

ごす時間を、心に深く刻んでほしい。』 

 学校クラスコンサートの醍醐味は、最上さんのこの言葉にすべてが集約されています。私にとってもまさに『一期一会』の、かけ

がえのない体験となりました。多大な準備を惜しみなく行動してくださった香取中学校の皆様、PTNA担当者様に心より感謝申し上

げます。 

〇10/28  香取市中学生議会 開催 

本校から３年女子２名が参加。１名は廃校

となった施設の利用について、もう１名は下

水道管の老朽化につい 

て議員質問をしました。 



 


